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株主の皆さまへ
シオノギは、「シオノギの基本方針」を私たちの在るべき姿、社会における存在価値の源泉と位置付け、これをグロー
バルに具現化することを目指しています。
このたび、さらなる企業価値の最大化につながる株主還元施策として、自己株式の取得（上限350億円）および自己
株式の消却をいたします（詳しくは4ページをご覧ください）。
株主の皆さまにおかれましては、今後ともご理解とご支援のほど、よろしくお願い申し上げます。

2016年度の取り組み
中期経営計画 Shionogi Growth Strategy  (SGS2020)  の達成に向けて、今年度は、ロイヤリティー拡大とコスト

マネジメント力による成長を維持しながら、国内/海外事業の強化・拡大に向け邁進します。

ボトムライン目標の達成を
堅持しながら

国内/海外事業の
トップライン目標を達成する

SGS2020の『中核事業の進化』
を仕上げるための課題

2017年度以降に迎える戦略品目の
独占販売期間終了に備え

事業基盤強化と
成長ドライバー育成を進める1年

2016年度の位置づけ

ロイヤリティー拡大と
コストマネジメント力による成長を維持しながら

国内/海外事業を強化・拡大する

2016年度の基本戦略
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そのために
益々よい薬を創り出さねばならない。
益々よい薬を造らねばならない。
益 よ々い薬を益々多くの人々に知らせ、使って貰わねばならない。
創り、造り、売ることを益々経済的にやりとげねばならない。

そのために
シオノギの人々のあらゆる技術が日々休むことなく向上せねばならない。
シオノギの人々が、人間として日々休むことなく向上しなければならない。
その結果
シオノギの人々は日々の仕事と生活に益々生甲斐を覚える。
シオノギの人々の生活の仕方が益々改善せられる。
シオノギの人々の生活が益々豊かになる。

シオノギの基本方針（1957年制定）
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  シオノギの目的　 シオノギは、常に人々の健康を守るために必要な最もよい薬を提供する。
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活動報告

2016年度上期業績のポイント

上期通期

親会社株主に帰属する四半期純利益
312億円 （前年比 45.9％↑）

経常利益
421億円（前年比 21.1％↑）

営業利益
443億円（前年比 30.5％↑）

売上高
1,551億円（前年比 12.2％↑）

財政状況等その他詳細については、当社ウェブサイトをご参照ください。 http://www.shionogi.co. jp/ir/library/materials.html

2年連続
過去最高

2年連続
過去最高

5年連続
過去最高

2016年度通期業績予想の修正

2016年度通期連結業績予想 （単位：億円）

2016年度当初
2016年度修正
増減額

売上高

3,180
3,340
    160

営業利益

915
975
  60

経常利益

1,015
1,055
      40

親会社株主に帰属する
当期純利益
710
760
  50

為替レート
（期中平均）
ドル
ポンド
ユーロ

2016年度
前提（当初）
110円
155円
130円

2016年度
前提（修正）
105円
140円
120円

● 創薬型製薬企業として、より高いレベルを目指していくための目標
● 自力での成長がより明確になる目標
● 2020年までに想定される環境変化を織り込んだ目標

新製品売上   2,000億円
経常利益       1,500億円

成
長
性

ROIC　13.5％以上
CCC　　5.5ヵ月
自社創薬比率　50％以上

効
率
性

ROE　15％以上
DOE　4.0％以上

株
主
還
元

ROIC：投下資本利益率、CCC：Cash Conversion Cycle、ROE：株主資本利益率、DOE：株主資本配当率

SGS2020アップデート～新たな目標設定に当たっての考え方～

創薬型製薬企業として社会とともに成長し続ける

3,100 3,340
（予想）
3,340
（予想）

914 975
（予想）
975
（予想）

760
（予想）
760
（予想）1,055

（予想）
1,055
（予想）
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Mother to Mother SHIONOGI Project

“Mother to Mother SHIONOGI Project”はポポン®Sシリーズの売上の一部とシオノギの社会貢献支援会「ソシエ」等
からの寄付をもとに、ケニアの母子保健を支援するプロジェクトです。
遠隔地に住む住民を対象に「巡回診療」をケニア保健省と共同実施し、10か月間で延べ6千人の妊産婦と乳幼児の診察
をおこないました。また、現在建設中の診療所は第一期工事が完了し、ここを拠点にした医療アクセス向上・母子保健環境
の改善を目指します。

外部からの評価

アメリカの大手金融情報誌が発表する、優れたIR活動をおこなう企業ランキングにおいて高い評価を受け、「Most 
Honored Company」に選ばれました。
また、従業員の多様な価値観と健康がイノベーション創出の基礎であるとの認識に立脚した様々な活動が評価され、経済
産業省から「新・ダイバーシティ経営企業100選」に、東京証券取引所と経済産業省から「健康経営銘柄」に選ばれました。

日本のママ日本のママ ケニアのママケニアのママ
妊産婦・新生児・乳幼児の
健康をサポート

シオノギの製品で
日本の母を元気にしながら、
ケニアの母も健康にする！

ポポンSシリーズ
売上からの寄付

現在建設中の診療所

健康経営銘柄新・ダイバーシティ経営企業100選Most Honored Company

コア疾患領域パイプラインのトピックス（2016年11月現在）

　  感 染 症　　S-033188（新規キャップ依存性エンドヌクレアーゼ阻害剤）
シオノギ創製の、全く新しいメカニズムの抗インフルエンザ薬候補品です。1回の内服で優れた効果が期待されています。
厚生労働省より先駆け審査指定制度の対象品目に指定され、日本・台湾を除く全世界の開発はロシュ社と提携して進めて
います。2017年度中の日本における承認申請を目指しています。

　疼痛・神経　  ナルデメジン
長期安全性ならびに有効性に関するグローバル第3相臨床試験（COMPOSE III）で得られた良好な結果を公表しました。
患者さまのQOL（quality of life）の向上のための新たな選択肢となることが、長期安全性と有効性の面から期待されます。
日本における適応症は“成人におけるオピオイド誘発性の便秘症”、米国における適応症は“成人非がん性慢性疼痛患者
におけるオピオイド誘発性の便秘症”を予定しております。

申請・承認

3品目
フェーズIII

12品目
フェーズII

6品目
フェーズI

4品目
パイプライン
ステージ別品目数
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配当について

株式の状況（2016年9月30日現在）

●発行可能株式総数 1,000,000,000株
●発行済株式の総数 　351,136,165株
●株主数 　　　  31,220名
●所有者別株式分布

（注）所有者別株式分布状況は自己株式を「個人その他」に含めて、
　　表示しております。

金融機関
42.59％

証券会社
2.28％

その他国内法人
3.59％

外国法人等
35.52％

個人・その他
15.99％

株主メモ

事 業 年 度
定 時 株 主 総 会
基 準 日

単 元 株 式 数
公 告 掲 載 方 法

上 場 証 券 取 引 所
証 券 コ ー ド
株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関
同 事務取扱場所

（郵便物送付先）

（ 電 話 照 会 先 ）
（インターネットホームページ）

◇
◇
◇

◇
◇

◇
◇
◇

◇

4月1日から翌年3月31日まで
6月
定時株主総会:3月31日　期末配当金：3月31日
中間配当金：9月30日
そのほか必要があるときは、あらかじめ公告して定めた日
100株
電子公告
当社インターネットホームページ（http://www.shionogi.co.jp/
ir/announcement.html）に掲載しています。
東京　　
4507
三井住友信託銀行株式会社
（東京都千代田区丸の内1丁目4番1号）
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部　
（大阪市中央区北浜4丁目5番33号）
〒168-0063 東京都杉並区和泉2丁目8番4号　 
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
　    0120-782-031
三井住友信託銀行インターネットホームページ
http://www.smtb.jp/personal/agency/index.html

≪株式事務手続のご案内≫
◆住所変更、単元未満株式の買取、配当金受取方法の指定等のお届出および
ご照会先

証券会社等の振替口座で保有
されている株式に関する手続

特別口座に記録された株式に
関する手続

～～～～～～～～～～～～
株主様が口座を開設されている証券会社等

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
当社が特別口座を開設している三井住友信託銀行
（ご照会は上記の電話照会先にお願いいたします。）

当社は、薬を通じた社会課題の解決に取り組むことで、
創薬型製薬企業としての企業価値向上を図って参ります。
そのために、事業活動により得られた利益は、将来に向
けた成長投資や戦略的事業投資などにバランス良く配分
するとともに、配当については、皆さまに共に成長を実感
していただけるよう、2020年度まではDOE（株主資本配当
率）4.0％以上を目標に毎年安定的に向上させて参ります。
今中間配当は１株当たり34円と、6円増配となります。2016年度

68円

34

（予定）

2013年度 2014年度 2015年度
22

46円

24

52円 62円

28

１株当たりの年間配当金　

自己株式取得（上限350億円）および自己株式の消却

上期通期

１株当たりの中間配当金　34円

自己株式の取得と消却

さらなる企業価値の最大化につながる株主還元施
策として、自己株式の取得（上限350億円）を2016年
11月1日から12月30日の期間で実施いたします。
また、資本効率の向上をいっそう図るため、2017年
1月10日に2,200万株の自己株式の消却を予定して
おります。
資本効率の向上を図るとともに、1株当たりの株主価
値を高め、株主の皆さまへの利益還元の充実を目的と
しています。

株主還元について

取得前 取得後 消却後
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自己株式保有比率自己株式取得
350億円（上限）

700万株(上限) 消却
2,200万株
（予定）

消却
2,200万株
（予定）

〒541-0045 大阪市中央区道修町3丁目1番8号
http://www.shionogi.co.jp/


